
事業名 実施団体

商店街における小・中学生の
居場所・学びの場づくり事業 knocks! horikawa運営委員会

堀川商店街内のknocks!horikawaにて、学校に行きづらさを感じている小学生から
中学生の居場所づくりを目的に、10月から祝日を除く毎週月曜日（10時～15時、
祝日を除く）に「まなびばマンデイ」を開催しました。

■ どんなことをしたの？
AI体験、食ラボ、書道、裁縫、対話、美術、三味線、音響・バンド演奏など、全8
種類・計46回の体験型プログラムを実施しました。元小学校教員や美術家、音楽家
など計7名の講師が担当し、小・中学生4名が継続して参加しました。少人数でアッ
トホームな雰囲気の中で、講師との信頼関係が育まれ、意欲や興味関心が高まりま
した。自己表現や意見交換も少しずつ活発になりました。

■ 保護者のみなさんとともに
保護者対象のお話し会「おしゃべりマンデイ」やLINEグループでのやりとり、個別
面談を通して、運営者と保護者の方々でコミュニケーションをとり、子どもたちを
見守るための情報共有を行いました。

月曜10時～15時にひらく、小・中学生の「まなび基地」

参加者募集チラシ



少人数でアットホームな雰囲気の中で、経験豊富な講師たちが用意した様々なプログラムに参加することで、子どもたちの興味
と経験が広がりました。一人一人の個性やペースを大切にしながら、一緒に何かを作ったり、みんなで話し合ったりと、創作、
表現、対話の時間が多いことが特徴です。最終日には、京都市北文化会館のイベントに参加し自作曲の演奏にも挑戦しました。

興味と経験の幅を広げる、さまざまな体験型プログラム

身近な食べ物を実際に作っ
てみて学ぶ食ラボ

保護者のための「おしゃべりマンデイ」

子育てや親子のコミュニケーションなどをテーマに、池添素さん
（NPO法人 福祉広場 理事長）、竹内香織さん（チャイルドライン京都
理事）、北田朋也さん（元小学校教員）な、子育てや教育に専門的な
知見を持つゲストを交えて、気軽におしゃべりできる保護者のための
「おしゃべりマンデイ」を4回（8～11月に毎月1回）開催し、のべ20
名が参加しました。少人数で和やかに、子育てに向き合う時のポイン
トや困りごとを保護者同士で話し合う時間になりました。 第1回「おしゃべりマンデイ」の様子（2025年8月11日）

筆と墨を使って自由に描く
ことで書道に親しむ

三味線で伝統文化体験では
1曲弾けるようになりました

たくさんの絵の具、めず
らしい技法を楽しむ美術

音響機材や楽器の基本を学び、イベ
ントで自作曲をバンド形式で演奏


